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は じ め に 

 

保健所（健康福祉センター）は、公衆衛生の第一線の行政機関として、感染症対策や

食中毒対策等の健康危機管理事業に取り組んでいます。 

令和元年１２月に世界で初めて確認された新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、

令和２年１月に国内で初めて感染者が確認されました。その後現在に至るまで、ウイルス

は変異を繰り返しながら猛威を振るい、感染の波は既に７回押し寄せ、われわれの生命・

健康に影響を与え続けています。 

特に大勢の患者が発症し、医療機関や保健所の業務が逼迫の状況になったのは、令和３

年６月末から始まる第５波で、１日当たりの新規感染者数は、８月２０日に約２万６００

０人に達しました。第４波までは、最高でも約８０００人を下回る数でしたが、これほど

急激に感染が拡大した理由としては、アルファ株から感染力がより強いデルタ株に置き換

わったためと指摘されています。第５波は、令和３年１０月に入り落ち着きますが、その

後続く第６波、第７波ではデルタ株から更に感染力が強いオミクロン株に徐々に変異しま

した。その結果、１日あたりの新規感染者数も大幅に増加し、令和４年２月３日（第６波）

には全国で初めて１０万人を突破し、同年８月１９日（第７波）には全国で２６万人を超

え、過去最高を記録しました。また、同年９月９日には国内新規感染者数累計２，０００

万人を超える大流行となっています。 

こうした状況の中で、千葉県は、患者発生届を受理後、患者調査、入院・宿泊調整、    

施設の現地調査等を繰り返し実施してまいりました。これに加えて、検査キットの一括  

配付、パルスオキシメーターの一括貸出、陽性者登録センター及び自宅療養者フォロー  

アップセンター等、患者を支援する様々な体制整備を順次進めています。 

現在、ようやく第７波が落ち着きつつありますが、今後は、新型コロナウイルスと共存

しつつ社会経済活動をできる限り維持していくため、保健所は、保健医療提供体制の一層

の強化をはじめとした様々な施策に、適切に対応してまいります。 

この事業年報は、令和３年度における当センターの事業実績を取りまとめたものです。 

保健所では、新型コロナウイルス感染症対策に優先的に対応してきましたが、感染症対

策の他にも、医務、薬務、地域保健業務、生活衛生業務等を行っています。これら保健所

としての業務とは別に、所管している福祉関係業務及び監査指導業務を含めたセンターと

して行う業務についても掲載しています。本紙が資料として広く活用されることを願って

おります。 

今後とも、当センターの業務に御理解、御支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

令和４年１０月 

千葉県習志野保健所（健康福祉センター）長  杉戸 一寿 
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３ 各表欄外の注を参照のこと。 
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しない場合がある。 
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